
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
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新任担当者を対象に、契約書作成に求められる基礎知識、頻出契約条項の意味などを体系的、かつ、平易に解説 

基礎から学ぶ『契約書作成』の知識 
 

 

■開催にあたって■ 

 

企業が実際にトラブルに巻き込まれ

るケースを見ていると、事前に契約

書を作っておけば回避できたものが

相当数あります。また、トラブルに巻

き込まれた場合でも、契約書を整備

していたおかげで、自社にとって有利

な条件で解決できるケースもよくあり

ます。ところが、契約書を作っていた

にもかかわらず、契約書の出来が悪

かったばかりに、トラブルの予防や損

害の最小化を図ることができず、かえ

ってトラブルの素になってしまうケー

スも中にはあります。このように、契約

書とは、単に作成すれば良いというも

のではなく、契約書に使用される用

語や条項の意味を正確に理解し、こ

れらを使いこなして作成することがで

きなければ意味がありません。本セミ

ナーでは、契約書に関する基礎的な

知識の解説から、頻出条項や契約

書の実例の解説まで行います。 

  

東京大学法学部卒。アンダーソン・毛利・友常法律事務所入所。米国 University of Virginia School of Law, 

LL.M.課程修了、客員研究員。ハンガリーの Lakatos, Köves és Társai (Lakatos, Köves and Partners)での執

務経験も有する。2017 年 4 月より現職。弁護士、ニューヨーク州弁護士。税務、スポーツ法、外国法の分野等

での執筆・講演多数。 

１．契約書作成に当たって必要な基礎知識 

（１）そもそも「契約」とは何か 

（２）契約の成立要件・成立時期 

（３）契約内容を書面化する必要性・メリット 

（４）雛形・フォーマット利用時の注意点 

（５）非典型的な契約締結方法 

（６）契約の効力 

２．契約書作成の実務 

（１）契約書の一般的な構成 

（２）間違えやすい契約書特有の用語 

（３）契約書に関する基礎知識 

（契印・割印、印紙税、加除訂正方法等） 

（４）契約書作成の際の注意事項 

３．頻出契約条項の意味・注意点 

（１）譲渡禁止条項 

（２）解除条項 

（３）違約金条項 

（４）損害賠償条項 

（５）管轄条項 

（６）仲裁条項 

（７）準拠法条項 

（８）誠実協議条項 

（９）完全合意条項 

４．契約書の実例を用いたケーススタディ 

 ～サンプルを用いて具体的なポイントについて解説いたします～ 

（１）秘密保持契約書 

（２）取引基本契約書 

５．質疑応答 
※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 

 

 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 
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